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1．渇水指標（既往渇水と気候モデル出力のプロット：本編資料以外）

• 利根川

• 筑後川

• 吉野川• 吉野川

2．気候モデルによる気温、降水量の変化（利根川）
AGCM3.1S、 AGCM3.2S、GCM20、RCM20

3．気候モデルの出力を用いた流域流出量の予測結果（利根川）
AGCM3.1S、 AGCM3.2S、GCM20、RCM20

4 既往渇水の状況（利根川）4．既往渇水の状況（利根川）
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1．渇水指標（既往渇水と気候モデル出力のプロット：本編資料以外）

・利根川
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：既往渇水と同様に渇水となりやすい範囲

注1）気候モデル出力値は、バイアス補正後の値
注2)「西暦’」:モデルシミュレーション中における便宜的な西暦



1．渇水指標（既往渇水と気候モデル出力のプロット：本編資料以外）

・利根川
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：既往渇水と同様に渇水となりやすい範囲

注1）気候モデル出力値は、バイアス補正後の値
注2)「西暦’」:モデルシミュレーション中における便宜的な西暦



2．気候変動モデルによる将来の渇水分析（利根川）1．渇水指標（既往渇水と気候モデル出力のプロット：本編資料以外）

・利根川
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：既往渇水と同様に渇水となりやすい範囲

注1）気候モデル出力値は、バイアス補正後の値
注2)「西暦’」:モデルシミュレーション中における便宜的な西暦



2．気候変動モデルによる将来の渇水分析（利根川）1．渇水指標（既往渇水と気候モデル出力のプロット：本編資料以外）

・利根川
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：既往渇水と同様に渇水となりやすい範囲

注1）気候モデル出力値は、バイアス補正後の値
注2)「西暦’」:モデルシミュレーション中における便宜的な西暦



1．渇水指標（既往渇水と気候モデル出力のプロット：本編資料以外）

・筑後川
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：既往渇水と同様に渇水となりやすい範囲

注1）気候モデル出力値は、バイアス補正後の値
注2)「西暦’」:モデルシミュレーション中における便宜的な西暦



1．渇水指標（既往渇水と気候モデル出力のプロット：本編資料以外）

・筑後川
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：既往渇水と同様に渇水となりやすい範囲

注1）気候モデル出力値は、バイアス補正後の値
注2)「西暦’」:モデルシミュレーション中における便宜的な西暦



1．渇水指標（既往渇水と気候モデル出力のプロット：本編資料以外）

・筑後川
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：既往渇水と同様に渇水となりやすい範囲 注1）気候モデル出力値は、バイアス補正後の値
注2)「西暦’」:モデルシミュレーション中における便宜的な西暦



1．渇水指標（既往渇水と気候モデル出力のプロット：本編資料以外）

・筑後川
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：既往渇水と同様に渇水となりやすい範囲

注1）気候モデル出力値は、バイアス補正後の値
注2)「西暦’」:モデルシミュレーション中における便宜的な西暦



1．渇水指標（既往渇水と気候モデル出力のプロット：本編資料以外）

・筑後川
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：既往渇水と同様に渇水となりやすい範囲

注1）気候モデル出力値は、バイアス補正後の値
注2)「西暦’」:モデルシミュレーション中における便宜的な西暦



1．渇水指標（既往渇水と気候モデル出力のプロット：本編資料以外）

・筑後川
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：既往渇水と同様に渇水となりやすい範囲

注1）気候モデル出力値は、バイアス補正後の値
注2)「西暦’」:モデルシミュレーション中における便宜的な西暦



1．渇水指標（既往渇水と気候モデル出力のプロット：本編資料以外）

・筑後川
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：既往渇水と同様に渇水となりやすい範囲

注1）気候モデル出力値は、バイアス補正後の値
注2)「西暦’」:モデルシミュレーション中における便宜的な西暦



1．渇水指標（既往渇水と気候モデル出力のプロット：本編資料以外）

・吉野川
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：既往渇水と同様に渇水となりやすい範囲

注1）気候モデル出力値は、バイアス補正後の値
注2)「西暦’」:モデルシミュレーション中における便宜的な西暦



1．渇水指標（既往渇水と気候モデル出力のプロット：本編資料以外）

・吉野川
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：既往渇水と同様に渇水となりやすい範囲

注1）気候モデル出力値は、バイアス補正後の値
注2)「西暦’」:モデルシミュレーション中における便宜的な西暦



２．気候モデルによる気温、降水量の変化（利根川）

気候モデルによる気温の変化（利根川）

旬平均気温（予測期間平均）の変化
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２．気候モデルによる気温、降水量の変化（利根川）

気候モデルによる降水量の変化（利根川）

旬平均日降水量（予測期間平均）の変化
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２．気候モデルによる気温、降水量の変化（利根川）

気候モデルによる降水量の空間分布（利根川）
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２．気候モデルによる気温、降水量の変化（利根川）

気候モデルによる降水量の空間分布（利根川）
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３．気候モデルの出力を用いた流域流出量の予測結果（利根川）

・流域流出量の変化流域流出量の変化
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注1）流量は旬（10日）の予測期間平均値。
注2) 矢木沢ダム流入量は、積雪・融雪モデルにより積雪量の標高補正を行い、融雪量を考慮した値。



４．既往渇水の状況（利根川）
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